
  
 

一

 
 

 

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

（
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
（
平
成
六
年
法
律
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
中
「
は
、
各
選
挙
区
の
人
口
」
の
下
に
「
（
官
報
で
公
示
さ
れ
た
最
近
の
国
勢
調
査
（
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法

律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
に
限
る
。
）
の
結
果
に
よ
る
人
口
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
加
え
、
「
（
官
報
で
公
示
さ
れ
た
最
近
の
国
勢
調
査
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
全
国
的
な
人
口
調
査
の
結
果
に
よ
る

人
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
及
び
「
を
基
本
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
前
項
の
改
定
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
都
道
府
県
の
区
域
内
の
衆
議
院

小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
の
数
は
、
各
都
道
府
県
の
人
口
を
小
選
挙
区
基
準
除
数
（
そ
の
除
数
で
各
都
道
府
県
の
人

口
を
除
し
て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
の
合
計
数
が
公

職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
定
数
に
相
当
す

る
数
と
合
致
す
る
こ
と
と
な
る
除
数
を
い
う
。
）
で
除
し
て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
に

切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。 



 

  
 

二

 
３ 

次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
第
一
項
の
改
定
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
都
道
府
県
の
区
域
内
の
衆
議

院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
の
数
は
、
変
更
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
中
「
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
人
口
の
著
し
い
不
均
衡
そ
の
他

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」
を
「
国
勢
調
査
（
統
計
法
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
の
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
か
ら
五
年
目
に
当
た
る
年
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
に
限
る
。
）
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
う
ち
、
そ
の

最
も
多
い
も
の
を
最
も
少
な
い
も
の
で
除
し
て
得
た
数
が
二
以
上
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
人
口
が
最
初
に
官
報
で
公
示
さ

れ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
」
に
、
「
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。 

 

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
中
「
四
百
七
十
五
人
」
を
「
四
百
六
十
五
人
」
に
、
「
二
百
九
十
五
人
」
を
「
二
百
八
十
九
人
」
に
、
「
百

八
十
人
」
を
「
百
七
十
六
人
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
に
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
別
表
第
一
に
掲
げ
る
」
を
削
り
、
同

条
第
五
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「
第
一
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
選
挙
区
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



  
 

三

 
７ 

別
表
第
二
は
、
国
勢
調
査
（
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
十
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
結
果
に
よ
つ
て
、
更
正
す
る
こ
と
を
例
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
選
挙
区
の
議
員
数
は
、
各
選
挙
区
の
人
口
（
官
報
で
公
示
さ
れ
た
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に

よ
る
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
比
例
代
表
基
準
除
数
（
そ
の
除
数
で
各
選
挙
区
の
人
口
を
除
し

て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
の
合
計
数
が
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
定
数
に
相
当
す
る
数
と
合
致
す
る
こ
と
と
な
る
除
数
を
い
う
。
）
で
除
し

て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一 

削
除 

 
 

別
表
第
二
東
北
の
項
中
「
十
四
人
」
を
「
十
三
人
」
に
改
め
、
同
表
北
関
東
の
項
中
「
二
十
人
」
を
「
十
九
人
」
に
改
め
、

同
表
東
京
都
の
項
中
「
十
七
人
」
を
「
十
八
人
」
に
改
め
、
同
表
東
海
の
項
中
「
二
十
一
人
」
を
「
二
十
人
」
に
改
め
、
同

表
近
畿
の
項
中
「
二
十
九
人
」
を
「
二
十
八
人
」
に
改
め
、
同
表
九
州
の
項
中
「
二
十
一
人
」
を
「
二
十
人
」
に
改
め
、
同

表
中
「
こ
の
表
は
、
国
勢
調
査
（
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
十
年
ご



 

  
 

四

と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
に
限
る
。
）
の
結
果
に
よ
つ
て
、
更
正
す
る
こ
と
を
例
と
す
る
。
」
を
削
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選

挙
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
附
則
第
三
条
に
お
い
て
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行

す
る
。 

 

（
平
成
二
十
二
年
及
び
平
成
二
十
七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
改
定
案
の
作
成
及
び
勧
告
並
び
に
法
制
上
の
措
置
） 

第
二
条 

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
選
挙
区
画
定
審
議
会
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
二
年
及

び
平
成
二
十
七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
新
選
挙
区
画
定
審
議
会
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
定
案
の
作
成
及
び
勧

告
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
案
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
新
選
挙
区
画
定
審
議
会
法
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例

に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
前
項
の
改
定
案
」
と
あ
る
の
は
「
衆



  
 

五

議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
）

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
前
項
の
改
定

案
」
と
、
「
人
口
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
」
と
、
「
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
」
と
す
る
。 

３ 

新
選
挙
区
画
定
審
議
会
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
第
一
項
の
改
定
案
の
勧
告
は
、
新
選
挙
区
画
定
審
議
会
法
第
四
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

政
府
は
、
第
一
項
の
改
定
案
に
係
る
新
選
挙
区
画
定
審
議
会
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
勧

告
に
基
づ
き
、
速
や
か
に
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
適
用
区
分
） 

第
三
条 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
の
規
定
は
、
一
部
施
行
日
以
後
初
め
て
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
る
衆

議
院
議
員
の
総
選
挙
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
部
施
行
日
以
後
の
初
回
の
総
選
挙
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
し
、
一
部

施
行
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
一
部
施
行
日
以
後
の
初
回
の
総
選
挙
の
期
日



 

  
 

六

の
公
示
の
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
不
断
の
見
直
し
） 

第
四
条 
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
全
国
民
を
代
表
す
る
国
会
議
員
を
選
出
す
る
た
め
の
望
ま
し
い
選
挙
制
度
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
両
院
制
の
下
で
各
議
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
民
意
の
集
約
と
反
映
を
基
本
と

し
そ
の
間
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ
つ
、
公
正
か
つ
効
果
的
な
代
表
と
い
う
目
的
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
不
断
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
特
に
人
口
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
地
域
の
民
意
を
適
切
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
留
意
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
国
会
議
員
の
定
数
削
減
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。



  
 

七

 
 

 
 
 

理 

由 

 

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
間
に
お
け
る
人
口
較
差
に
係
る
累
次
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
及
び
平
成
二
十
八

年
一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
衆
議
院
議
員
の
定
数
を
十
人
削
減
す
る

と
と
も
に
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
間
に
お
け
る
人
口
較
差
の
是
正
措
置
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
の
区
域
内

の
選
挙
区
の
数
を
平
成
二
十
二
年
以
降
十
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
り

配
分
す
る
こ
と
と
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


